
 

 生命金属動態の計測技術によって明かされるセレンの代謝 

小椋 康光 （千葉大院薬） 

新学術領域研究“生命金属科学”には、生命金属そのもの、生命金属を制御する生体内因子あるい

は生命金属により機能する生体内因子を計測・解析するための研究班（B01班）が組織されている。

個々の測定技術や解析手法については、本領域の web siteに公開されているので、ご興味のある方は、

是非訪問いただきたい（https://bio-metal.org/ibms-collabo-instruments/）。 

本講演では、生命金属そのものを測定する技術として中心的な役割を果たしている誘導結合プラズ

マ質量分析装置（ICP-MS）や金属含有代謝物を分析するためのエレクトロスプレーをイオン源とした

質量分析装置（ESI-MS）を用いて、セレン（Se）の代謝物の同定を行うことにより、Seの生理作用、

薬理作用そして毒性についてお話ししたい。 

Seは、酸素、硫黄、テルル（Te）等と同じ 16族元素であり、動物にとっては必須元素であり、植

物では必須性は確かめられていないものの、生育に有用な作用を有することから有用元素とされてい

る。Seの代謝における特徴は、重金属とは異なり、硫黄と同じように共有結合性の代謝物を生合成す

る 1)。すなわち、代謝物が同定できれば、どのような代謝経路で代謝されているのかを知ることがで

きる。動植物ともに Se に対する代謝経路を有しているが、硫黄や Te と共有する代謝経路や Se 特異

的な代謝経路があることが明らかにされつつある。 

右図には、これまで明らかにされてきたユニークな Se代謝物および同族の Te代謝物を示した。a)

のセレン糖（selenosugar）とよばれる化合物は、尿中の主たる Se代謝物であり、Se特異的なため、硫

黄や Teの置換体は見いだされていない。b)はセ

レノネイン（selenoneine）というアミノ酸であり、

主に海棲生物に見いだされる Se代謝物である。

セレノネインの硫黄置換体は、真菌類に見いだ

されるエルゴチオネインとして知られている。c)

はセレノホモランチオニン（SeHLan）とよばれ

る植物のセレン代謝物の 1 つである。d)は Te－

メチルテルロシステイン（MeTeCys）とよばれる

Teの代謝物で、植物でも特に Seの代謝能が高い

ニンニクが無機の亜テルル酸などの無機のテル

ル塩に曝露された際に検出される 2)。 
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